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伝
統
を
踏
ま
え

　
新
た
な
米
沢
市
の
学
校
教
育
を
創
造
す
る

　公益社団法人米沢有為会は、令和６年６月22日（土）午後２時より、昨年度に引き続き米
沢市の伝国の杜大会議室で第11（通算137）回定時総会を開催し、表彰式を行いました。今
年度は残念ながら教育文化功労賞と産業功労賞の該当者がいませんでしたので、４個人と２団
体に特別賞が上杉邦憲名誉会長と平山英三会長より授与されました。その後、上杉名誉会長よ
り「宇宙とともに60年～そして未来へ～」と題する講演が行われました。
☆スポーツ活動（走幅跳）優秀賞：殿岡稟太郎(とのおかりんたろう)さん(米沢中央高等学校３年)
☆スポーツ活動（ライフル射撃）優秀賞：髙橋杏奈(たかはしあんな)さん(南陽高等学校３年)
　　　　　　　（フェンシング）奨励賞：米沢興譲館高等学校フェンシング部(１・２年)
　　　　　　　（ホッケー）奨励賞：川西中・米沢二中合同男子ホッケー部(３年)
☆文化活動（作文）優秀賞：舟山留愛(ふなやまるあ)さん(小国高等学校３年)
☆文化活動（感想画）奨励賞：佐藤聖悟(さとうしょうご)さん(川西町立小松小学校３年)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なお、学校・学年は令和５年度のものです。）

＜支部総会＞　これに先立ち、午後1時から同会場で令和６年度の米沢支部総会が開催され、
①令和５年度事業報告及び決算報告、②令和５年度我妻榮記念館の事業報告及び決算報告、③
令和６年度事業計画（案）及び予算（案）、④令和６年度我妻榮記念館事業計画（案）及び予算（案）
が承認されました。この後、⑤理事の選任について提案され、臨時理事会で近藤洋介新支部長
を決定、長谷川健新常務理事とともに総会で承認されました。

米
沢
市
教
育
委
員
会

　

こ
の
４
月
よ
り
、
米
沢
市
教
育
委
員
会
教
育
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
佐
藤
哲
で
す
。

私
は
、
東
部
小
学
校
を
皮
切
り
に
市
内
の
小
学
校
に
勤
務
し
、
米
沢
市
教
育
委
員
会
勤

務
や
教
頭
と
し
て
酒
田
市
で
の
単
身
赴
任
を
経
験
す
る
な
ど
し
て
、
興
譲
小
学
校
長
を

最
後
に
、
昨
年
度
末
退
職
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
は
今
、
何
10
年
に
一
度
と
い
う
、
学
校
再
編
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。
高
等

学
校
で
は
、
今
年
度
、
米
沢
工
業
高
校
と
米
沢
商
業
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
し
、
来
年

度
「
米
沢
鶴
城
高
等
学
校
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
今
年
度
、
第
五
中
学
校
が
閉
校
し
、
第
一
中
学
校
と
統
合
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
は
、
第
二
・
第
三
中
学
校
が
閉
校
し
、
新
た
に
「
南
成
中
学
校
」
が
、

同
様
に
第
四
・
第
六
中
学
校
が
閉
校
し
、「
北
成
中
学
校
」
が
、
令
和
８
年
度
に
そ
れ

ぞ
れ
開
校
し
ま
す
。
そ
の
後
、
令
和
10
年
度
に
は
第
一
・
第
七
中
学
校
が
閉
校
し
、
令

和
11
年
度
、「
東
成
中
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。
最
終
的
に
市
内
の
中
学
校
は
「
成
」

の
つ
く
３
校
と
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
令
和
８
年
度
に
、
広
幡
・
六
郷
・
塩
井
小
学
校
が
閉
校
し
、
令
和
９

年
度
、（
仮
称
）
統
合
小
学
校
が
開
校
し
ま
す
。
子
ど
も
達
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
開

校
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
や
地
域
の
皆
様
と
共
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
数
年
間

は
、
米
沢
の
新
た
な
学
校
教
育
を
創
造
す
る
時
期
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
全
体
を
見
て
も
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
激
な
進
展
に
、
世
界

情
勢
の
不
安
定
さ
も
加
わ
り
、
ま
さ
に
、
予
測
困
難
な
時
代
に
突
入
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
時
代
を
、
仲
間
と
共
に
力
強
く
生
き
て
い
く
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
、
一
人
一
台
の
端
末
を
活
用
し
、
個
別
最
適
な
学
び
を
進
め
る
と
と
も

に
、
仲
間
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
課
題
を
解
決
す
る
協
働
的
な
学
び
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
学
習
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
や
、
地
域
の
方
な
ど
様
々
な
人
た
ち
と
直
接
関
わ
る
教
育
活
動
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
追
究
す
る
意
欲
や
姿
勢
、
豊
か
な
感
性

や
お
互
い
を
思
い
や
る
心
な
ど
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
米
沢
市
民
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い「
お
し
ょ
う
し
な
」を
リ
ス
ペ
ク
ト
、「
が
っ

て
し
な
い
」
を
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
、
今
の
時
代
に
合
わ
せ
て
捉
え
、
米
沢
の
歴
史
や
文

化
、
風
土
を
土
台
に
、
新
た
な
学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐さ

　
藤と

う

　
　
　哲あ

き
ら

教
育
長

令和６年度　定時総会と表彰式・文化講演会

米沢支部長に近藤洋介氏
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長
井
市
制
施
行
七
十
周
年

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

ま
ち
の
話
題

（
個
人
・
法
人
賛
助
会
員
）

記
念
式
典

　

令
和
６
年
10
月
14
日
（
月
）、
長
井

市
は
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
、
長
井

市
民
文
化
会
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。式
辞
で
内
谷
重
治
市
長
は「
こ

の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
市
民
の
皆

様
と
共
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
喜

ば
し
く
、
多
く
の
諸
先
輩
方
が
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
本
市
の
歴
史
と
た
ゆ
ま

ぬ
ご
尽
力
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
式
典
に
は

姉
妹
都
市
の
代
表
を
含
む
来
賓
や
市
民

約
５
０
０
人
が
出
席
し
、
記
念
の
年
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

市
民
表
彰

　

市
民
表
彰
で
は
、市
政
功
労
者
３
名
、

特
別
功
労
者
２
名
、
特
別
名
誉
市
民
３

名
、
市
民
栄
誉
賞
３
名
、
感
謝
状
：
個
人

10
名
、７
団
体
、日
本
一
認
定
証
４
名
と

多
く
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
締
結

　

続
い
て
、
姉
妹
都
市
盟
約
な
ど
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
長
井
市
は
、

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）
ド
イ
ツ
の

バ
ー
ト
・
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
市
と
姉
妹
都

市
、
平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）
中
国

の
双
鴨
山
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
結
ん

で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
両
市
と
友

好
の
誓
い
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
タ
ン
ザ
ニ

ア
連
合
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
の
ド
ド
マ
市
と
姉

妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス

学
部
と
健
康
づ
く
り
な
ど
に
向
け
た
連

携
協
定
も
締
結
し
ま
し
た
。

歴
史
と
発
展

　

長
井
市
は
、
昭
和
の
町
村
合
併
に
よ

り
、
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）
11
月

15
日
、
当
時
の
長
井
町
、
長
井
村
、
西

根
村
、
平
野
村
、
伊
佐
沢
村
、
豊
田
村

の
１
町
５
ヵ
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
当
時
の
人
口
は
約
３
７
０
０
０

人
ほ
ど
で
し
た
。
現
在
は
２
４
４
６
８

人
で
す
。

　

そ
の
後
、
戦
後
の
復
興
期
か
ら
高
度

成
長
期
に
か
け
て
、
市
庁
舎
の
完
成
、

国
道
２
８
７
号
の
新
長
井
橋
開
通
、
フ

氏
　
　
　
　
名

佐
々
木　

り　

こ

廣　

谷　

久
美
子

舟

山

知

美

田

中

凡

子

佐　

藤　

芙
美
子

佐

藤

公

治

長

岡

靖

之

田

中

明

子

原

田

利

信

瀬　

野　

友
太
郎

平

田

忠

宏

佐

藤

敏

孝

吉

田

直

史

㈱

サ

サ

キ
長井市役所

長井市制70周年記念式典

ラ
ワ
ー
長
井
線
（
山
形
鉄
道
）
開
業
な

ど
様
々
な
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
か
ら
令
和
の
時
代
に
か

け
て
も
、
長
井
ダ
ム
の
完
成
や
長
井
南

バ
イ
パ
ス
「
し
ら
か
わ
大
橋
」
の
開
通
、

道
の
駅
「
川
の
み
な
と
長
井
」
オ
ー
プ

ン
、
公
立
置
賜
長
井
病
院
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
、長
井
市
役
所
新
庁
舎
開
庁
、

長
井
市
遊
び
と
学
び
の
交
流
施
設
「
く

る
ん
と
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

産
業
と
観
光

　

長
井
市
は
戦
後
電
気
機
器
を
は
じ
め

と
し
た
製
造
業
が
盛
ん
で
、「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
最
上

川
と
置
賜
白
川
の
合
流
に
よ
り
水
が
豊

か
な
土
地
で
、
稲
作
を
は
じ
め
野
菜
、

果
樹
、畜
産
な
ど
の
農
業
も
盛
ん
で
す
。

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
米
沢
有
為

会
よ
り
産
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
有
限
会
社
山
形
工
房
様

は
、
競
技
用
け
ん
玉
生
産
「
日
本
一
」

に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
も
樹
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
の
ま
ち
長
井
市
で
は
四
季
を
通
じ

て
様
々
な
祭
り
や
行
事
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。な
が
い
黒
獅
子
ま
つ
り
、

あ
や
め
ま
つ
り
、
な
が
い
水
ま
つ
り
・

最
上
川
花
火
大
会
、
長
井
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

目
指
す
ま
ち
の
将
来
像

　

長
井
市
は
総
合
計
画
の
中
で
、
市
が

目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
を
「
み
ん
な
が

し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
長
井
～
ず
っ
と
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
～
」
と
し
て
い
ま
す
。
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リ
レ
ー
随
想 

�

〜  活躍する会員紹介  〜 ㉖
一般社団法人米沢観光コンベンション協会
会　長

さん小 嶋 彌左衛門
Ｑ１．初めに、米沢観光コンベンション協会の歴史や組
　　織についてご紹介ください。
Ａ１．米沢観光協会は昭和23年に設立され、初代会長に

米沢市助役の小関高次氏が就任されました。２代、
３代は高橋広吉市長、吉池慶太郎市長が会長でし
た。４代目で民間から初めて当時の米沢商工会議
所会頭の鈴木栄一氏が就任され、その後民間から
会長が出ています。現在私が11代目の会長です。
発足時の事業案は、観光地の選定・開発、観光施
設の整備をはじめとする米沢を観光地として立ち
上げていこうとの目的で設立されました。第6代の
浜田耕一会長のもとで昭和60年に社団法人化され
組織の強化が図られました。現在は一般社団法人
米沢観光コンベンション協会となり、上杉神社境
内に事務所と観光案内所を設け、道の駅米沢内に
総合観光案内所を運営しています。合わせて四季
のまつり事務局を運営し、第二種国内旅行業を取
得して旅行の手配もしています。

Ｑ２．米沢観光コンベンション協会の主な事業について
お聞かせください。

Ａ２．国内外の観光客への宣伝勧誘活動、コンベンショ
ンの誘致を図る。四季のまつり委員会を通して『上

杉まつり』『上杉雪灯篭まつり』『なせ
ば成る秋まつり』などの四季のお祭り
の企画運営を行う。２か所の観光案内
所の運営、観光客の受入れ態勢の普及
向上を図る。物産の振興を図るなどを
中心に観光関連の分野で多岐にわたっ
て活動しています。

Ｑ３. 最近特に観光活性化のために力を入れておられる
ことについてお聞かせ下さい。

Ａ３．国策として進められている海外からのインバウ
ンドの観光客の勧誘に８年前から尽力しています。
現在は親日で近距離である台湾に向けて勧誘活動
をしています。台湾最大の温泉地である北投温泉
と連携してＰＲ活動をし、大手旅行会社をはじめ
多くの旅行会社に営業活動をしています。その成
果と思われますが、台湾からの観光客は近年大幅
に増加しています。

Ｑ４．今後の抱負をお聞かせください。
Ａ４．米沢は上杉文化を中心とする侍の町です。観光地

としての素材が豊富な街です。歴史と伝統があり、
米沢牛やおいしい果物や多くの伝統野菜，コメな
ど食の素材がたくさんあり、城下町としての食文
化があります。個性豊かな八つの温泉や、雪が降
るという、台湾から見ると非常に魅力的なところ
です。台湾だけでなく、広く国内外から多くの観
光客に来ていただき喜んで頂けるように、受け皿
の整備充実を図っていきたいと考えています。

　ありがとうございました。今後ますますのご活躍をご
期待申し上げます。

嗚
呼
、
素
晴
ら
し
き

東
京
興
譲
館
で
の
日
々

　

多
く
の
友
達
が
行
く
か
ら
と
い
う
理
由
で

関
東
の
私
立
文
系
大
学
に
進
学
し
た
私
は
、

自
由
な
独
り
暮
ら
し
の
学
生
生
活
を
夢
見

て
、
遊
ぶ
気
満
々
で
上
京
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
こ
で
私
を
待
っ
て
い
た
の
は
同
じ
入

寮
１
年
生
と
の
相
部
屋
、
二
日
に
１
回
の
寮

風
呂
、
先
輩
方
と
の
人
間
関
係
や
口
に
合
わ

な
い
食
事
な
ど
、
憧
れ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
程

遠
い
環
境
で
し
た
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
環
境
で
ス
タ
ー
ト
し
た
東

京
興
譲
館
寮
で
の
生
活
、
私
は
ど
う
過
ご
し

た
か
。
結
果
的
に
は
大
変
楽
し
く
充
実
し
た

時
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い

環
境
に
は
す
ぐ
に
順
応
し
、
ど
う
し
た
ら
楽

し
め
る
の
か
を
工
夫
し
、
先
輩
や
同
僚
や
後

輩
と
い
い
関
係
を
築
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
そ
こ
に
行
っ
て
体
験
し
、

バ
イ
ト
や
遊
び
や
学
業
に
時
間
が
足
り
な
く

な
る
ほ
ど
日
々
忙
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
培
わ
れ
た
能
力
は
51
歳
に
な
っ
た
今

で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
30
年
前
の
そ
の
当
時
は
携
帯
電
話

が
な
く
、
電
話
当
番
が
あ
っ
た
も
の
で
し
た

（
館
内
放
送
で
の
呼
び
出
し
）。
エ
ア
コ
ン
が

な
い
部
屋
で
の
東
京
の
夏
夜
の
過
ご
し
方
は

先
輩
に
学
び
、
先
輩
と
の
酒
の
席
で
は
議
論

東
北
警
備
保
障
㈱

漆う
る
し

　
山や

ま

　
　
　裕ゆ

た
か

が
盛
り
上
が
り
す
ぎ
て
ケ
ン
カ
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
か
、
ア
ル
ハ
ラ
ギ
リ
ギ
リ
の

コ
ン
パ
の
際
は
警
察
の
ご
厄
介
に
な
っ
た
と

か
な
ら
な
い
と
か
。
臨
泊
の
先
生
方
を
夜
な

夜
な
麻
雀
に
お
誘
い
し
た
り
、
飲
み
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
。
不
自
由
な
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も

独
り
暮
ら
し
で
は
体
験
で
き
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
ば
か
り
。
若
い
う
ち
に
東
京
で
経

験
し
た
た
く
さ
ん
の
時
間
は
、
今
と
な
っ
て

は
大
切
な
宝
物
で
す
。

　

そ
し
て
寮
を
出
た
後
も
、
寮
お
よ
び
米
沢

有
為
会
と
の
ご
縁
は
つ
な
が
り
、
同
じ
釜
の

飯
を
食
っ
た
ご
縁
は
、
今
も
私
の
心
の
拠
り

所
で
す
。
嗚
呼
、
素
晴
ら
し
き
東
京
興
譲
館

の
日
々
よ
、
永
遠
な
れ
。
そ
し
て
恩
送
り
は

次
の
世
代
へ
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
々
様
の

益
々
の
ご
健
康
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

　
（
想
い
出
の
写
真
は
、
卒
寮
し
て
か
ら
の

米
沢
小
野
川
温
泉
で
の
お
泊
り
懇
親
会
の
様

子
）

想い出の写真



公
益
財
団
法
人
宮
坂
考
古
館

　
館
長
　

宮み
や

　
坂さ
か

　
直な
お

　
樹き

　

本
館
は
、
故
宮
坂
善
助
前
館
長
が
80
余

年
の
生
涯
を
か
け
て
蒐
集
し
た
約
７
百
余

点
の
貴
重
な
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る
。
そ

の
大
部
分
は
米
沢
・
置
賜
地
方
の
考
古
、

歴
史
、
民
俗
資
料
で
あ
る
が
、
大
別
す
る

と
56
領
の
甲
冑
を
は
じ
め
、
火
縄
銃
、
刀
、

槍
、
屏
風
な
ど
米
沢
藩
関
係
の
重
要
文
化

財
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

前
館
長
は
若
く
か
ら
郷
土
史
の
研
究
に

従
い
、
地
域
の
隅
々
に
ま
で
足
を
運
ん
で

考
古
資
料
の
調
査
・
収
集
を
行
っ
た
が
、

戦
後
は
特
に
旧
藩
関
係
の
資
料
を
散
逸
す

る
の
を
惜
し
み
、
そ
の
収
集
・
保
存
に
力

を
尽
く
し
た
。
収
集
し
た
資
料
を
広
く

人
々
に
公
開
し
地
域
文
化
の
向
上
を
期
す

る
た
め
に
、
昭
和
37
年
に
私
設
博
物
館
、

宮
坂
考
古
館
を
開
設
、
昭
和
48
年
に
は
財

団
法
人
宮
坂
考
古
館
と
組
織
を
改
め
、
更

に
昭
和
52
年
博
物
館
法
に
基
づ
い
た
博
物

館
と
し
て
登
録
さ
れ
、
平
成
４
年
に
は
新

館
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
平
成
25
年
４

月
に
公
益
財
団
法
人
宮
坂
考
古
館
と
改
め

る
。

　

本
館
の
常
設
展
示
と
し
て
、
山
形
県
指

定
有
形
文
化
財
甲
冑
５
領
を
中
心
に
展

示
、
こ
の
他
に
前
田
慶
次
所
用
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
甲

冑
、
こ
の
甲

冑
は
い
か
に

も
奇
行
を

も
っ
て
知
ら

れ
た
豪
傑
慶

次
好
み
の
派

手
な
造
り
の

甲
冑
で
あ

る
。
埋
蔵
文

化
財
展
示
と

し
て
、
縄
文
・
弥
生
時
代
の
石
斧
、
石
鏃
、

石
匙
菅
玉
、
曲
玉
、
各
種
土
器
、
古
墳
の

埋
蔵
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

隣
接
し
て
い
る
蔵
造
の
第
２
展
示
場
が

あ
る
。
こ
こ
に
は
槍
と
火
縄
銃
を
展
示
し

て
い
る
。
槍
は
上
杉
家
十
二
槍
と
呼
ば
れ

る
上
杉
家
重
代
の
槍
を
展
示
し
て
い
る
。

火
縄
銃
は
米
沢
市
指
定
文
化
財
火
縄
銃
８

挺
を
中
心
に
上
杉
の
雷
筒
と
お
そ
れ
ら
れ

た
、
30
匁
筒
、
20
匁
筒
、
10
匁
筒
を
展
示

し
て
い
る
。
米
沢
有
為
会
は
、
置
賜
地
方

の
産
業
・
文
化
振
興
の
た
め
の
事
業
や
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
当
館
に
お
い
て
も

米
沢
藩
古
式
砲
術
保
存
会
に
助
成
し
、
火

縄
銃
及
び
発

砲
演
武
の
伝

承
を
行
っ
て

お
り
、
有
為

会
と
共
に
地

域
の
文
化
振

興
に
貢
献
し

た
い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。
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編
集
後
記

米
沢
有
為
会
を

　
　
　
支
援
し
ま
す

☆
昨
年
末
か
ら
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
置
賜
。

寒
い
中
、
除
雪
に
汗
を
流
す
毎
日
で
す
が
、

２
月
の
雪
灯
籠
ま
つ
り
や
花
火
打
ち
上
げ
、

地
区
の
雪
ま
つ
り
な
ど
で
賑
わ
い
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
置
賜
地
区
の
皆
さ
ん

が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
克
雪
・
利
雪
・

親
雪
に
取
り
組
ま
れ
、
こ
の
厳
し
い
冬
を
乗

り
切
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
手
）

　
「
ら
し
さ
」
を
見

つ
め
、
人
と
つ
な
が

り
、人
を
つ
な
げ
る
。

　

２
０
２
１
年
、
弊

社
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

刷
新
し
、
激
動
の
時

代
に
あ
っ
て
、米
沢
、

ひ
い
て
は
置
賜
地
方 株

式
会
社
　
ナ
ウ
エ
ル
　

　
代
表
取
締
役

酒さ
か

　
井い

　
　
　登の

ぼ
る

が
「
心
と
き
め
く
場
所
」
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
日
々
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
前
身
の
北
陽
食
品
工
業
株
式
会
社
か

ら
数
え
、
創
業
77
年
を
迎
え
る
弊
社
は
、

現
在
冠
婚
葬
祭
業
を
中
心
に
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
創
業
は
醤
油
の
製
造
販

売
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
創
業
以
来
、「
変

化
し
続
け
る
こ
と
が
会
社
の
財
産
で
あ

る
」
と
い
う
社
風
の
も
と
、
時
代
や
環
境

の
変
化
に
応
じ
て
幾
度
も
業
態
を
変
化
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
昨
今
の
未
曽
有
の
災
害

で
は
、
ま
た
も
新
た
な
挑
戦
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
そ
の
苦
難
を
共
に

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
試
練
の
中
で
私
た
ち
が
得
た

の
は
、
現
在
の
事
業
基
盤
は
諸
先
輩
方
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
ま
た
地

域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
今
に
至
っ
て
い

る
、
と
い
う
深
い
感
謝
の
念
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
、
私
た
ち
は

さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
の
「
第
一
回
よ
ね
ざ
わ
戦
国
花
火
大

会
」
の
準
備
を
通
じ
て
、
米
沢
や
置
賜
の

歴
史
、
そ
し
て
そ
の
地
に
受
け
継
が
れ
る

「
米
沢
の
心
意
気
」
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
上
杉
景
勝
公
、
直
江

兼
続
公
、
さ
ら
に
上
杉
鷹
山
公
が
示
し
た

郷
土
へ
の
思
い
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
学

び
、
私
た
ち
も
こ
の
地
に
誇
り
を
持
ち
、

い
か
な
る
時
も
一
致
団
結
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
米
沢
有
為
会
様
に
は
、
地
域
に

流
れ
る
こ
の
志
を
長
年
守
り
続
け
、
後
世

の
私
た
ち
に
継
承
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後

と
も
歴
史
や
思
い
、
人
々
を
次
世
代
へ
と

繋
げ
て
い
か
れ
る
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

ナウエル本社外観


